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蘇
民
将
来
と
厄
除
け 

 

 

七
月
に
京
都
で
行
わ
れ
る
祭
り
と
言
え
ば
『
祇
園
祭
』
で
あ
る
。
こ
の
あ
ま
り
に
も
有
名
な
八
坂
神

社
の
祭
礼
は
、
貞
観
十
一
年
（
八
六
九
）
全
国
に
疫
病
が
流
行
し
た
時
、
平
安
京
の
広
大
な
庭
園
で
あ
っ

た
神
泉
苑
に
当
時
の
日
本
中
の
国
の
数
と
同
じ
六
十
六
本
の
鉾
を
立
て
、
祇
園
社
（
八
坂
神
社
の
前
身
）

の
神
を
祀
り
、
神
輿
を
送
っ
て
、
災
厄
の
除
去
を
祈
っ
た
祇
園
御
霊
会
に
始
ま
る
。 

祇
園
祭
に
参
加
す
る
氏
子
は
【
蘇
民
将
来
子
孫
也
】
の
護
符
を
身
に
つ
け
る
。
こ
れ
は
、
八
坂
神
社
の

ご
祭
神
で
あ
る
素
戔
嗚
尊
が
旅
で
難
儀
を
し
た
時
の
話
に
よ
る
も
の
で
、
そ
れ
は
鎌
倉
時
代
中
期
、
卜

部
兼
方
に
よ
っ
て
記
さ
れ
た
『
釈
日
本
紀
』
に
、『
備
後
国
風
土
記
逸
文
』
と
し
て
蘇
民
将
来
の
説
話
が

伝
存
さ
れ
て
い
る
。 

 
 
 

 

『
釈
日
本
紀
』
と
は
、
鎌
倉
中
期
に
書
か
れ
た
『
日
本
書
紀
』
の
注
釈
書
。
二
十
八
巻
。
略
し
て
『
釈

紀
』
と
も
い
う
。
成
立
年
は
未
詳
で
あ
る
が
、
兼
方
の
父
兼
文
が
文
永
十
一
年
（
一
二
七
四
）
～
建
治
元

年
（
一
二
七
五
）
に
前
関
白
一
条
実
経
の
『
日
本
書
紀
』
神
代
巻
に
関
す
る
質
問
に
答
え
た
こ
と
が
文
中

に
み
え
、
正
安
三
年
（
一
三
〇
一
）
転
写
の
奥
書
が
あ
る
の
で
、
そ
の
間
に
成
立
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ

る
。
鎌
倉
時
代
の
卜
部
家
は
古
典
研
究
を
家
学
と
し
、『
日
本
書
紀
』
の
講
読
を
行
っ
て
い
た
が
、
兼
方

は
、
平
安
時
代
初
期
以
来
『
日
本
書
紀
』
を
講
読
し
て
き
た
諸
博
士
説
と
、
卜
部
家
の
家
学
を
集
大
成
し

て
本
書
を
著
わ
し
た
。 

全
巻
は
、 

 

巻
一
：「解
題
」 

 

巻
二
：「注
音
」（難
字
句
の
音
を
記
す
） 

 

巻
三
：「乱
脱
」（分
注
な
ど
の
位
置
を
正
し
、
読
み
方
を
指
示
す
る
） 

 

巻
四
：「帝
皇
系
図
」 

 

巻
五
～
十
五
：「述
義
」（難
語
句
の
意
味
を
諸
書
・諸
説
を
引
い
て
述
べ
る
） 

 

巻
十
六
～
二
十
二
：「秘
訓
」（秘
伝
的
な
古
訓
を
記
す
） 

 

巻
二
十
三
～
二
十
八
：「和
歌
」（『日
本
書
紀
』歌
謡
を
あ
げ
、
解
釈
を
記
す
） 

の
七
部
門
か
ら
成
り
、「
述
義
」
が
最
も
重
要
な
部
分
で
あ
る
。
注
釈
の
態
度
は
数
多
く
の
古
書
を
引
用

す
る
客
観
的
な
も
の
で
、
室
町
時
代
に
入
っ
て
神
道
の
家
と
し
て
の
性
格
を
強
め
た
卜
部
家
の
家
学
へ

の
影
響
は
あ
ま
り
大
き
く
な
い
が
、
現
在
で
は
散
逸
し
た
古
典
が
数
多
く
引
用
さ
れ
て
い
る
点
で
か
け

甲
奴
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が
え
の
な
い
書
で
あ
り
、『
丹
後
国
風
土
記
』
『
伊
予
国
風
土
記
』
を
は
じ
め
と
す
る
風
土
記
の
逸
文
は

二
十
余
種
に
及
び
、『
大
倭
本
紀
』『
上
宮
記
』
な
ど
の
逸
文
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
卜
部
家
は
、

平
安
時
代
初
期
以
来
朝
廷
で
行
わ
れ
た
『
日
本
書
紀
』
講
読
の
記
録
で
あ
る
『
日
本
紀
私
記
』
が
多
量
に

引
用
さ
れ
て
い
る
の
で
、
そ
れ
以
前
の
『
日
本
書
紀
』
研
究
の
状
態
を
知
る
手
が
か
り
を
与
え
て
く
れ

る
。
尊
経
閣
文
庫
蔵
本
が
最
も
信
憑
性
の
高
い
写
本
で
複
製
版
が
あ
り
、
翻
刻
本
に
は
『（
新
訂
増
補
）

国
史
大
系
』
八
に
収
め
ら
れ
た
も
の
が
あ
る
。（
参
考
文
献 

国
史
大
辞
典
） 

 

本
文
は
次
の
通
り
。 

 

『
釈
日
本
紀
』
よ
り
「
備
後
国
風
土
記
逸
文
」 

備
後
國
風
土
記
曰 

疫
隅
國
社 

昔 

北
海
坐
志
武
塔
神 

南
海
神
之
女
子
乎
與
波
比
爾
出 

座
爾
日
暮 

彼
所
將
來
二
人
在
伎 

兄
蘇
民
將
來 

甚
貧
窮 

弟
將
來
富
饒 

屋
倉
一
百
在 

伎 

爰
武
塔
神 

借
宿
處 

惜

而
不
借 

兄
蘇
民
將
來
借
奉 

即
以
粟
柄
爲
座 

以 

粟
飯
等
饗
奉 

爰
畢
出
坐 

後
爾
經
年 

率
八
柱
子
還

來
天
詔
久 

我
將
來
之
爲
報 

答 

汝
子
孫
其
家
爾
在
哉
止
問
給 

蘇
民
將
來
答
申
久 

己
女
子
與
斯
婦
侍

止
申 

即
詔
久 

以
茅
輪 

令
着
於
腰
上 

隨
詔
令
着 

即
夜
爾 
蘇
民
之
女
子
一
人
乎
置
天 

皆
悉 

許
呂
志

保
呂
保
志
天
伎 

即
詔
久 

吾
者 

速
須
佐
雄
能
神
也 

後
世
爾
疫
氣
在
者 

汝
蘇
民 

將
來
之
子
孫
止
云
天

 

以
茅
輪
着
腰
在
人
者 

將
免
止
詔
伎
（
釋
日
本
紀
卷
七
） 

備
後
の
国
の
風
土
記
に
い
は
く
、
疫
隈
（
え
の
く
ま
）
の
国
つ
社
。
昔
、
北
の
海
に
い
ま
し
し
武
塔

（
む
た
ふ
）
の
神
、
南
の
海
の
神
の
女
子
を
よ
ば
ひ
に
出
で
ま
し
し
に
、
日
暮
れ
ぬ
。
そ
の
所
に
蘇
民

将
来
二
人
あ
り
き
。
兄
の
蘇
民
将
来
は
甚
貧
窮
（
い
と
ま
づ
）
し
く
、
弟
の
将
来
は
富
饒
み
て
、
屋
倉

一
百
あ
り
き
。
こ
こ
に
、
武
塔
の
神
、
宿
処
を
借
り
た
ま
ふ
に
、
惜
し
み
て
貸
さ
ず
、
兄
の
蘇
民
将
来

惜
し
奉
り
き
。
す
な
は
ち
、
粟
柄
を
も
ち
て
座
（
み
ま
し
）
と
な
し
、
粟
飯
等
を
も
ち
て
饗
（
あ
）
へ

奉
り
き
。
こ
こ
に
畢
（
を
）
へ
て
出
で
ま
る
後
に
、
年
を
経
て
八
柱
の
子
を
率
て
還
り
来
て
詔
り
た
ま

ひ
し
く
、
「
我
、
奉
り
し
報
答
（
む
く
い
）
せ
む
。
汝
（
い
ま
し
）
が
子
孫
（
う
み
の
こ
）
そ
の
家
に

あ
り
や
」
と
問
ひ
給
ひ
き
。
蘇
民
将
来
答
へ
て
申
し
し
く
、
「
己
が
女
子
と
斯
の
婦
と
侍
り
」
と
申
し

き
。
即
ち
詔
た
ま
ひ
し
く
、
「
茅
の
輪
を
も
ち
て
、
腰
の
上
に
着
け
し
め
よ
」
と
の
り
た
ま
ひ
き
。
詔

の
隨
（
ま
に
ま
）
に
着
け
し
む
る
に
、
即
夜
（
そ
の
よ
）
に
蘇
民
の
女
子
一
人
を
置
き
て
、
皆
悉
に
殺

し
滅
ぼ
し
て
き
。
即
ち
詔
り
た
ま
ひ
し
く
、
「
吾
は
速
須
佐
雄
（
は
や
す
さ
の
を
）
の
神
な
り
。
後
の

世
に
疾
気
（
え
や
み
）
あ
ら
ば
、
汝
、
蘇
民
将
来
の
子
孫
と
云
ひ
て
、
茅
の
輪
を
以
ち
て
腰
に
着
け
た

る
人
は
免
れ
な
む
」
と
詔
り
た
ま
ひ
き
。
（
釈
日
本
紀 

巻
の
七
） 

 
 

要
約
は
次
の
通
り
で
あ
る
。 

 
 
 

 そ
の
昔
武
塔
の
神
が
、
南
海
へ
の
旅
の
途
中
に
日
が
暮
れ
た
。
そ
こ
に
蘇
民
将
来
と
巨
旦
将
来
の
兄

弟
が
お
り
、
弟
の
巨
旦
将
来
は
金
持
ち
で
、
兄
の
蘇
民
将
来
は
貧
乏
で
あ
っ
た
。
武
塔
の
神
は
巨
旦
将

https://www.weblio.jp/content/%E6%AD%A6%E5%A1%94%E7%A5%9E
https://www.weblio.jp/content/%E9%A0%88%E4%BD%90%E4%B9%8B%E7%94%B7%E5%91%BD
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来
に
一
夜
の
宿
を
借
り
よ
う
と
し
た
が
断
ら
れ
、
蘇
民
将
来
は
快
く
応
じ
、
粟
の
飯
を
炊
い
て
も
て
な

し
た
。 

の
ち
に
武
塔
の
神
が
来
て
、
蘇
民
将
来
の
家
族
に
茅
の
輪
を
腰
に
付
け
さ
せ
、
そ
の
ほ
か
の
巨
旦
将

来
な
ど
す
べ
て
を
皆
殺
し
に
し
た
。
そ
し
て
生
き
残
っ
た
者
に
次
の
よ
う
に
語
っ
た
。『
我
は
ス
サ
ノ
オ

の
神
な
り
。
後
の
予
に
疫
気
あ
れ
ば
、
汝
は
【
蘇
民
将
来
之
子
孫
】
と
言
っ
て
茅
の
輪
を
腰
に
付
け
よ
。

そ
う
す
れ
ば
疫
気
か
ら
免
れ
る
で
あ
ろ
う
。』 

 
 

 
 

こ
の
逸
文
か
ら
「
蘇
民
将
来
説
」
と
い
う
説
話
に
な
り
、
平
安
時
代
に
ま
で
さ
か
の
ぼ
っ
て
【
疫
病

除
け
の
神
】【
福
を
招
く
神
】
と
し
て
、
各
地
で
ス
サ
ノ
オ
と
の
つ
な
が
り
で
伝
承
、
民
間
信
仰
の
対
象

と
な
っ
て
い
る
。 

  
 

蘇
民
将
来
を
厄
除
け
の
神
と
し
て
信
仰
し
て
い
る
の
は
、
岩
手
県
水
沢
市
か
ら
長
崎
県
壱
岐
の
島
ま

で
で
、
様
々
な
厄
除
け
の
護
符
や
木
札
、
注
連
縄
な
ど
が
存
在
す
る
。 

          

宮
城
県
仙
台
の
陸
奥
国
分
寺
、
山
形
県
米
沢
の
笹
野
観
音
、
長
野
県
上
田
の
国
分
寺
八
日
堂
、
埼
玉
県

飯
能
の
天
王
山
竹
寺
、
愛
知
県
名
古
屋
の
洲
崎
神
社
、
京
都
の
八
坂
神
社
な
ど
か
ら
授
与
さ
れ
る
も
の
が

有
名
。 

八
坂
神
社
で
は
、
木
製
柱
状
護
符
の
ほ
か
に
「
祇
園
祭
の
粽
」
と
称
す
る
護
符
も
頒
布
さ
れ
て
い
る
。 

 

こ
れ
は
身
を
清
め
、
無
病
息
災
を
祈
る
こ
と
に
期
源
を
も
っ
た
も
の
と
い
わ
れ
、
古
来 

よ
り
八
坂
神
社
の
御
守
と
な
っ
て
い
る
。 

 

こ
の
笹
の
葉
に
巻
か
れ
、
さ
ら
に
藁
の
柄
が
つ
け
ら
れ
た
粽
は
、
長
刀
鉾
（
山
車
）
か
ら
撒
く
た
め
、 

長
刀
鉾
の
粽
と
も
呼
ば
れ
て
い
る
が
、
こ
こ
に
【
蘇
民
将
来
之
子
孫
也
】
の
お
札
が
添
え
ら
れ
て
い
る
。 

札
こ
の
粽
を
門
口
に
吊
る
し
て
厄
難
消
除
を
祈
願
す
る
の
で
あ
る
と
い
う
。 

   

ま
た
、
伊
勢
地
方
で
は
【
蘇
民
将
来
之
子
孫
家
門
】・【
蘇
民
将
来
之
子
孫
門
】
と
書
か
れ
た
札
の
つ
い 

 

 

 

 

 
◆全国の護符・注連縄  

出典：とことん信州上田！、八坂神社、 

北岡神社、伊勢地方、妙楽寺 
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た
注
連
飾
り
を
正
月
に
飾
る
。
こ
れ
も
『
備
後
国
風
土
記
逸
文
』
か
ら 

家
の
中
に
邪
霊
が
入
る
の
を
防
ぐ
呪
符
の
意
味
を
持
た
せ
て
い
る
。 

近
年
で
は
『
笑
福
』
と
書
か
れ
た
注
連
飾
り
も
よ
く
見
か
け
ら
れ
、
文 

字
通
り
『
笑
う
門
に
は
福
来
る
』
を
連
想
さ
せ
る
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
ら 

 

は
一
年
中
飾
っ
て
お
か
れ
、
毎
年
大
晦
日
に
新
し
い
も
の
と
取
り
換
え

る
と
い
う
、
南
勢
・
志
摩
地
域
独
特
の
風
習
だ
。 

 

  

 
 

も
う
一
つ
『
備
後
国
風
土
記
逸
文
』
に
由
来
す
る
も
の
と
し
て
、
民
間
行
事
と
し
て
の
大
祓
、
夏
越

の
祓
の
際
に
行
う
【
茅
の
輪
く
ぐ
り
】
が
あ
る
。 

大
祓
と
は
、
記
紀
神
話
に
見
ら
れ
る
伊
弉
諾
尊
の
禊
祓
を
起
源
と
し
、
宮
中
に
お
い
て
も
古
く
か
ら

行
わ
れ
て
き
た
行
事
で
あ
る
。
中
世
以
降
、
各
神
社
で
年
中
行
事
の
一
つ
と
し
て
普
及
し
、
現
在
で
は

多
く
の
神
社
の
恒
例
式
と
な
っ
て
い
る
。
年
に
二
度
行
わ
れ
、
六
月
の
大
祓
を
夏
越
の
祓
と
呼
ぶ
。
夏

越
の
祓
で
は
多
く
の
神
社
で
【
茅
の
輪
く
ぐ
り
】
が
行
わ
れ
る
。
こ
れ
は
武
塔
神
の
指
示
に
よ
り
、
茅
の

輪
を
腰
に
つ
け
た
と
こ
ろ
災
厄
か
ら
免
れ
た
と
こ
ろ
に
よ
る
も
の
。
参
道
の
鳥
居
や
笹
の
葉
を
建
て
て

注
連
縄
を
張
っ
た
結
界
内
に
茅
で
編
ん
だ
直
径
数
ｍ
ほ
ど
の
輪
を
建
て
、
こ
こ
を
氏
子
が
正
面
か
ら
最

初
に
左
回
り
、
次
に
右
回
り
と
八
字
を
描
い
て
計
三
回
く
ぐ
る
こ
と
で
、
半
年
間
に
溜
ま
っ
た
病
と
穢

れ
を
落
と
し
、
残
り
の
半
年
を
無
事
に
過
ご
せ
る
こ
と
を
願
う
と
い
う
儀
式
で
あ
る
。
か
つ
て
は
茅
の

輪
の
小
さ
い
も
の
を
腰
に
つ
け
た
り
、
首
に
か
け
た
り
し
た
と
さ
れ
る
。 

令
和
二
年
に
八
坂
神
社
で
は
、
世
界
中
で
猛
威
を
振
る
う
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
収
束
を

願
っ
て
季
節
外
れ
の
三
月
初
旬
か
ら
、
例
外
的
に
【
茅
の
輪
】
が
設
置
さ
れ
た
。
記
録
に
よ
る
と
、
こ
れ

は
か
つ
て
コ
レ
ラ
が
大
流
行
し
た
年
の
秋
に
設
置
さ
れ
た
明
治
十
年
（
一
八
七
七
）
か
ら
実
に
一
四
三

年
ぶ
り
の
こ
と
だ
っ
た
。 

        

 
 
 

三
次
市
内
で
は
、
三
次
町
に
あ
る
太
歳
神
社
で
、
毎
年
六
月
の
最
終
土
曜
日
に
【
輪
く
ぐ
り
祭
】
が
行

わ
れ
、
多
く
の
参
拝
者
が
訪
れ
る
。 

 

 ◆八坂神社 祇園祭の粽  

出典：ameblo.jp 

 

 

 
◆京都 八坂神社 茅の輪くぐり  

出典：ザ・京都 

 

◆昨年の八坂神社 茅の輪くぐり  

出典：婦人画報 
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福
山
市
新
市
町
戸
手
に
あ
る
疫
隈
國
社 

素
戔
嗚
神
社
は
、『
備
後
国
風
土
記
逸
文
』
に
記
さ
れ
て
い

る
「
疫
隈
の
国
社
」
に
比
定
さ
れ
て
い
る
。 

天
武
天
皇
の
御
代
（
六
七
三
～
六
八
六
）
の
創
祀
に
し
て
、
醍
醐
天
皇
（
八
九
七
～
九
三
〇
）
に
再
建

さ
れ
た
と
伝
え
ら
れ
る
。
明
治
の
神
仏
分
離
以
前
は
『
早
苗
山
天
龍
院
天
王
坊
』
を
神
宮
寺
と
し
て
い

た
。
廃
寺
と
な
っ
た
天
王
坊
で
は
、
別
当
僧
は
還
俗
し
て
神
官
と
な
り
、
祭
神
は
本
来
の
素
戔
嗚
尊
に

改
め
、
素
戔
嗚
神
社
に
改
称
し
た
。
蘇
民
将
来
伝
説
が
有
名
で
あ
り
、
茅
の
輪
く
ぐ
り
原
点
の
地
。
旧
暦

の
六
月
三
十
日
（
現
在
の
八
月
八
日
）
の
夜
【
茅
の
輪
く
ぐ
り
大
祓
式
】
が
行
わ
れ
て
い
る
。
拝
殿
の
南

側
に
は
蘇
民
神
社
が
あ
り
、
謂
れ
を
記
し
た
石
碑
が
あ
る
。 

 
 

ま
た
、『
延
喜
式
神
名
帳
』
の
深
津
郡
一
座
の
須
佐
能
袁
神
社
は
こ
の
神
社
の
こ
と
で
あ
り
、
備
後
三

祇
園
社
の
一
社
で
も
あ
る
。
七
月
に
行
わ
れ
る
素
戔
嗚
神
社
例
大
祭
（
祇
園
祭
）
は
、
備
後
地
方
の
夏

祭
り
の
一
つ
と
し
て
有
名
で
あ
る
。 

                 

 

 

 

上◆新市町 素戔嗚神社 

中◆ 同 蘇民神社（左側） 

下◆ 同 説明石碑 

出典：牛頭天王信仰と 

その周辺 

 

 
◆素戔嗚神社の 

御守 

 

 

◆三次町 太歳神社  

茅の輪くぐり看板 

出典：ameblo.jp 

 
◆三次町 太歳神社  

出典：ameblo.jp 
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郷
土
誌
「
げ
い
び
グ
ラ
フ
」
か
ら

 

  
 
 

㈱
菁
文
社
さ
ん
が
発
行
さ
れ
て
い
た
郷
土
誌
「
げ
い
び
グ
ラ
フ
」
か
ら
、
甲
奴
町
関
連
の
資
料 

 
 

で
、
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
く
了
承
を
受
け
た
記
事
を
ご
紹
介
し
て
い
ま
す
。 

 
 
 

今
回
は
上
川
に
関
す
る
記
事
を
ご
紹
介
し
ま
す
。 
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甲
奴
の
石
造
物
紀
行 

＝
梶
田
・
戸
下
＝ 

 
 
 

 
石
造
物
と
い
う
と
、
宝
篋
印
塔
・
五
輪
塔
な
ど
た
く
さ
ん
の
種
類
が
あ
り
、
町
内
に
も
多
く
の
石
造

物
が
あ
り
ま
す
。
寺
社
仏
閣
な
ど
に
あ
り
、
目
に
つ
き
や
す
い
石
造
物
も
あ
れ
ば
、
道
端
に
ひ
っ
そ
り

と
あ
る
石
造
物
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
石
造
物
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
て
み
よ
う
と
思
い
ま
す
。 

 
 
 

今
回
は
、
梶
田
・
戸
下
に
あ
る
【
牛
馬
供
養
塔
】
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
牛
馬
供
養
塔
の
多
く
は
道
標

を
兼
ね
て
い
ま
す
が
、
戸
下
に
あ
る
牛
馬
供
養
塔
は
道
標
を
兼
ね
て
い
ま
せ
ん
。 

 
 
 

旧
大
歳
神
社
北
側 

 
 

の
急
坂
部
、
大
正
十 

 
 

一
年
（
一
九
二
二
） 

 
 

大
正
七
年
（
一
九
一 

 
 

八
）
施
主
、
交
通
の 

 
 

難
所
で
牛
、
馬
が
下 

 
 

の
戸
下
川
へ
落
ち
て 

 
 

死
ん
だ
為
の
供
養
塔
。 

 
 
 

二
つ
の
供
養
塔
に 

 
 

は
、
そ
れ
ぞ
れ
仏
様 

 
 

が
彫
っ
て
あ
り
、
ま 

 
 

る
で
寄
り
添
う
よ
う 

 
 

に
並
べ
て
あ
る
姿
に 

 
 

亡
く
し
た
牛
・
馬
へ
の
愛
情
が
感
じ
ら
れ
る
石
造
物
で
す
。
し
か
し
拝
む
人
も
い
な
い
の
か
、
周
り

は
草
が
生
い
茂
り
、
供
養
塔
に
も
蔓
が
巻
き
付
い
て
い
る
現
状
に
寂
し
さ
を
感
じ
ま
し
た
。 

 
 
 

他
に
も
草
む
ら
の
な
か
に
ぽ
つ
ん
と
お
ら
れ
る
馬
頭
観
音
の
よ
う
に
、
身
近
に
あ
っ
て
も
気
が
付

い
て
い
な
い
石
造
物
を
、
こ
れ
か
ら
も
少
し
ず
つ
見
つ
け
て
い
こ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

             

≪

事
務
局
よ
り≫

 

 

・会
員
募
集
中
で
す
。
ご
紹
介
く
だ
さ
い
。 

 

・
会
の
運
営
や
研
修
内
容
に
つ
い
て
、
ご
意
見
や
ご
質
問
何
で
も
結
構
で
す
の
で

お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。 

 

・「甲
奴
郷
土
史
だ
よ
り
」に
ど
ん
な
こ
と
で
も
良
い
か
ら
、
ご
寄
稿
く
だ
さ
い
。 

 

・古
い
写
真
や
資
料
等
を
「甲
奴
郷
土
史
だ
よ
り
」
へ
登
載
し
て
い
き
ま
す
。 

 

・
出
品
物
に
つ
き
ま
し
て
は
、
責
任
を
持
っ
て
返
却
し
ま
す
の
で
、
ご
連
絡
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

連
絡
先 

鶴
本 

節
子
（カ
ー
タ
ー
セ
ン
タ
ー
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  
 
 
 
 
 

〇
八
四
七
―
六
七
―
三
五
三
五 

 

 

 

 

   


